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ボー ドレールの中のパスカル
安野 麻子
序
ボードレー ルは、その作品の中で、それほど多くパスカルについて言及して
いるわけではない。またパスカルの名前を登場させている作品においても、決
して正面からパスカルについて論じてはいない。しかし一方で、ボードレー ル
がパスカルから示唆を受けているに違いない、と思われる言葉がときおり非常
に印象的な形で登場してくることもまた事実である。本論では、そういつたボ
ードレー ル作品のいくつかを取りあげながら、ボードレールの中のパスカル的
側面について検討してゆくこととする。
1章 深淵 一 goutte一
パスカルのパンセの最も有名な断章のうちの一つに「二つの無限」として知
られるものがあるが、その中に次のようなくだりがある。
(このように自分自身をつくづく眺めるものは)自分が、自然の与えてく
れた塊の中に支えられて無限と虚無とのこの二つの深淵の中間にあるのを
眺め、その不可思議を前にして恐れおののくであろう。(L。199)(1)
さらにはまた、次のような非常に有名な断章がある。
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この無限の空間の永遠の沈黙は私を恐れさせる。(L。201)
ボードレールが実際にこの文章を読んでいたかどうか、さらにはまたどの程
度パスカルに親しんだかということについては、明確に裏付けることはできな
いものの、フイリップ。セリエが指摘しているように
②、ボー ドレールが作家生
活を行つていた当時は、パスカル研究が盛んに行なわれていた時岱であり、彼
の作品の中にパスカルがしばしば登場するところからしてもボードレー ルがパ
スカルを読んでいたことは明らかであろう。
ボードレールがパスカルについて直接的に言及している作品として、まず思
い起こされるのは『新・悪の華』に収められた「深淵」という詩である。その
詩の冒頭部分を読むとき、ボー ドレー ルはおそらくパスカルの先の引用部分を
読んでいたに違いないと感じさせられるのである。
パスカルはつき纏つて離れない彼の深淵を持つていた。
―一悲しいかな、一切は深淵だ、一―行為も、欲望も、夢も、
また言葉も! そして鳥肌立った僕の毛穴の上を
千度も、「恐怖」の風が吹き過ぎて行く思いがした。
上を見ても、下を見ても、至るところ、深渾、荒磯、
静寂、すべて心まどわせる恐るべき空間…。
夜毎の間の奥底で、神は一刻の休みなく、
さかしげな指先に形さまざまな悪夢を描く。
僕は眠りが恐い、ぼんやりした恐怖の立ちこめる
どこに続くとも知れぬ大穴を人が恐れるように。
僕は窓という窓の向こうに、ただ無限を見る、
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そして僕の精神は、つねに眩量におびやかされて、
虚無の持つ無感覚を嫉むばかり。
一―ああ、「数」と「存在」との世界から、遂に抜け出し得ないとは !
(θσI,pe142)
この詩の冒頭部分に描かれているのは、パスカルの同時代人であつたジャッ
ク・ボワロー師がある女性に送つた手紙に、「パスカル氏はいつも自分の左手に
深淵が見えると信じ、安心するためそこに椅子を置かせるのでした。じかに聞
いた話です」とあるのを、サント=ブー ヴが『ポール=ロワイヤル』に引用した
ところから知られるようになつた逸話である (θθI,p.1115)。この逸話は、お
そらくボードレー ルの詩に非常に多く登場する「深淵 (gou■e)」の感覚と通じ
るものであつたのだろう。そしてさらには、この逸話が喚起するイメージが前
出のパスカルの引用部分「無限と虚無とのこの二つの深淵」③のイメージとも
結びついて、ボードレー ルにおける深淵感覚が表現されるところとなったので
はないだろうか。
深淵とは一般的には「底知れぬ深み」とか「奈落の底」などといった、恐怖と
隣り合わせの、絶望的で人を不安に陥れるようなイメージを持つた言葉である。
それは限界を持たない深みを前にして、何者かに救いを求めざるを得なくなる
ような感覚を起こさせる言葉でもある。このボードレー ルの「深淵」という詩
もまた、悲痛なまでの絶望感を漂わせながら、「ああ、『数』と『存在』との世
界から、遂に抜け出し得ないとは!(Ah!ne jamais so面r des N mbres et des
Ёtres!)」とぃう諦めの叫びにも似た歎きの言葉で締めくくられている。
この詩の中には、「神は一刻の体みなく、さかしげな指先に形さまざまな悪夢
を描く」といったような神を戯画化するような一種の冒涜的な一節が含まれて
いる一方で、何かしら超越的なものへの憧憬のようなものが感じられる。それ
は必ずしもキリスト教的世界への憧憬ということではないにせよ、この詩にお
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ける詩人の現実感覚は、パスカル的な神なき人間の悲惨を街彿とさせる。そん
な悲痛さがある。
「上を見ても、下を見ても深渾、荒磯、静寂、すべて心まどわせる恐るべき空
間…。」というくだりは、さながらパスカルの「この無限の空間の永遠の沈黙は
私を恐怖させる」という言葉の言い換えでさえあるようだ。そして最終節、「僕
は窓という窓の向こうに、ただ無限を見る、そして僕の精神は、つねに眩量に
おびやかされて、虚無の持つ無感覚を嫉むばかり。」とボードレー ルは語るのだ
が、ここで言われる「虚無の持つ無感覚」とは極めて死の観念に近いものであ
るといえるだろう。死の観念は、言うまでもなくパスカル的な信仰の世界とは
異質のものである。しかしこの世ならぎるところを志向せずにはいられなくな
つた人間に共通する異常なまでの緊迫感が、両者の作品を彩っているのを我々
は見る。
このように見てくると、少なくともボー ドレー ルにとつて、パスカルは、人
間および生存そのものに付き纏う深淵という恐怖と隣り合わせに生きた人物と
して、自らとの類縁性をことさら感じさせる存在であったといえる。
この深淵のイメージは、彼のアフォリズム形式で書かれた「火箭」という作品
の中にも現れる。それは、次のような一節である。
肉体の上でも、精神の上でも、私にはつねに深淵の感覚があつた。たんに
睡眠の深淵のみでなく、行為の、夢想の、思い出の、欲望の、愛借の、懺悔
の、美の、数の、等々の深淵の感覚が。(θθI,p.668)
このように、ボードレー ルにとつて深淵の感覚は、ほぼ生存感覚の一部のよ
うなものとしてパスカルの「深淵」と同様、「付き纏って離れない」ものとなつ
ていたのである。このことは、パスカルがそうであつたように、詩人に現実世
界を超越したものの存在を強く意識させるものであったことを物語つているよ
うに思われる。
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パスカルの「この無限の空間の永遠の沈黙は私を恐怖させる」という言葉に
対して、ポール・ヴァレリー は激しい嫌悪、容赦のない非難を与えているが0、
同じ詩人にあつてボードレー ルの方はパスカルの「永遠の沈黙」にむしろ深い
共感を示しているという点で、この二人の詩人の資質の違いが顕著に見て取れ
ると言えよう。
それでは、ボードレー ルのこの深淵感覚の内実とはいかなるものであっただ
ろうか。  ・
二章 呻きつつ求める人
先にも書いたように、ボードレー ルは、この「深淵 cgou■→」という言葉を、
『悪の華』および『パリの憂愁』の中で、非常に多く使用している。おそらく
この言葉は、詩人が人生や生活の中で絶えず感じざるを得なかった孤独や挫折
や絶望の感覚を、適確に、そして端的に表現する言葉だったと言えるのではな
いか。実際ボードレー ルの生涯は、絶え間の無い失望や落胆や悲しみの連続だ
つたと言えよう。母親の再婚によって深められて行く少年期の孤独感や、放蕩
生活の末に下された準禁治産者処分による疎外感、なかなか評価されることの
ない作家生活、そして重篤な病による身体の不自由…。ボードレー ルの生涯は、
現実生活そのものを見れば不幸であつたとも言えるだろう。しかし、言うまで
もなく単にこれらの現実の不幸のみによって、ボードレールが「この世が深淵
である」という感覚を深めて行つたとは言えないであろう。なぜなら、現実生
活における条件が不可避的に詩人を不幸へと追いやったとは言えない側面があ
るからである。むしろボー ドレー ルの現実生活上の不幸および惨状には、自ら
の手でさらなる不幸へと導いたというしかない側面がある。しかしこのことは、
むしろ自らをそのように導いて行かざるを得ない詩人のどうしようもない、い
わば生まれながらの孤独のようなものが関係していると言えるかもしれない。
おそらくボードレー ルの意識の中には、絶え間なく自己を苦しめないではい
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られない衝動のようなものがあった。
己に下す処罰のようなものであつて、
るのである。
それは見えすぎる日、感じすぎる心が自
ボードレー ルをして次のように言わしめ
僕は傷であり同時にナイフ !
僕は平手打ちで同時に頬 !
僕は引かれる四肢、引き裂く車、
犠牲者であり同時に死刑執行人 !(『悪の華』「自ラフ罰する人」θθI,p。79)
彼の生活上の不幸はなるほど詩人を一種の深淵の感覚へと導いたかもしれな
いが、逆に言えば彼は自らを追い詰めるようにして敢えて深淵の感覚を味わう
ように仕向けたとも言える。■S.エリオットの次の言葉はその点で非常に示唆
に富むものである。「彼には大きな力があったが、それは苦しむためだけの力だ
つた。彼は苦しまなくてはいられなくて、また苦しみを超越することもできな
かつたから、それで彼は苦しみを自分の方に引き寄せた。併しどんな苦痛にも
傷つくことがないその無限に受動的な力と感覚で、彼は自分の苦しみを研究す
ることができた(D。」ここで、エリオットの言う「苦しむためだけの力」という
のは、決して否定的な言葉ではない。「苦しむためだけの力」とは、苦しみに耐
え得る力、あるいは苦しみを受け入れる意志とでも読むべきものである。
このように、自らを裁かずにはいられない意識の内部にあるものは、ボード
レー ルの言葉を借りれば「悪の中にあることの意識」(『悪の華』「救いがたい
もの」θθI,p。80)とでもいうべきものである。このことは「あらゆる大詩人は
自然的に、宿命的に、批評家となるものだ。」(『リヒァルト・ヴァーグナーと
「タンホイザー」のパリ公演』」θ側 ,p。793)という言葉にも通じている。こ
れらの言葉は、詩人の魂なるものが、悲しみや悦び、あるいは悪や罪を単に感
じ、表現するだけに止まってはならず、明晰な批評精神・透徹した意識の介在を
必要とするのだという決意表明として見ることができるであろう。
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そしてまた、このように語つたボードレー ルにとつて詩に表現されている憂
愁 (splee⇒は単なる憂愁ではなく、それは理想に通じるための過程となるも
のであろうし、悲しみや倦怠もまた詩人の透徹した視線に貫かれて、詩人の信
じる至高の美を作り出すものでなくてはならなかつたのであろう。しかし一方
で、批評家としての視線に射貫かれることによつてなおいっそう、憂愁や悲し
みは深く沈潜して行き、ついには詩人を深淵へと引きずり込まずにはおかない
のである。
パスカルは「私は人間をほめると決めた人たちも、人間を非難すると決めた
人たちも気を紛らすと決めた人たちも、みな等しく非難する。私には呻きつつ
求める人たちしか是認できない。c。405)」と言つている。ボードレー ルの精
神のあり方は、このパスカルの「呻きつつ求める人 ●eux qui Cherchent en
g6血ssant)」であるとは言えないだろうか。もちろん、ボー ドレールは決して
パスカルのような敬虔な信仰者ではない。しかしまた、苦しみや不幸を「呻き
つつ」弓|き受け、そして引き受けることによつてこそ、そこから新しい理想、
新しい美を作り上げようとした点で、ボードレー ルは同時に「求める人」でも
ありつづけたのである。
おお「死」、年老いた船長よ、今こそは時だ、錨を巻こう !
この国に僕らは既に飽きた。おお「死」よ、船を駆ろう !
たとえ空と海とがインキのように黒いとしても、
お前の熟知する僕らの心は光明の中に充たされよう !
僕たちに力をつけるために、お前の毒をそそげ !
この焔は僕等の脳漿を焼く。地獄でも天国でも、
願わくは深淵のふところ深く僕等は身を沈めよう、
未知の奥底に、新たなるものを探るために !(θI,p。134)
ボー ドレールの中のパスカル
『悪の華』の最後を飾るこの「旅」と題された作品の最終章は、あくまで生
の倦怠が歌われる一方で、どこか希望の光のようなものを感じさせている。こ
こで歌われている「深淵」のイメージは単なる悲惨のイメージではない。確か
に深淵は「地獄でも天国でも」と語られているように、ボードレー ルにとって
は生の内だけでなく死の内にも存在するものである。しかしここに至って、ボ
ー ドレー ルは「願わくは深淵のふところ深く僕等は身を沈めよう」と呼びかけ
るのである。もはや深淵は恐れるだけの存在であることをやめて、「未知の奥底
に、新たなるものを探るため」という別の肯定的側面を持つに至るのである。
「呻きつつ求める人」としてのボー ドレー ルは、パスカルのように「神ととも
にある人間の至福」という飛躍を選ぶことはなかった。そのかわりに、「現実」
という、生の倦怠と死の恐怖を共に引き受けざるをえない「深淵」の「ふとこ
ろ深く」から「未知の奥底に新たなるものを探る」という創造的世界の内を生
きることを選ぶのである。
このことは、次章で検討することになるとverissementのテーマにも連なつ
て行くこととなるだろう。
三章 倦怠 ― ennui一
パスカルのパンセの中の非常に知られた観念として divertissementという
ものがある。これは気晴らしとか気慰めとでも訳されるべき言葉であつて、パ
スカルはこの d市erthsementについて、非常に印象的な言葉で語つている。
その一部分を挙げてみよう。
(・
・0)人間というものは、どんなに悲しみで満ちていても、もし人が彼を何か
気を紛らすことへの引き込みに成功してくれさえすれば、そのあいだだけは
幸福になれるものなのである。また、どんなに幸福だとしても、もし彼が気
を紛らされ、倦怠が広がるのを妨げる何かの情念や、楽しみによつていっぱ
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いになっていなければ、やがて悲 しくなり、不幸になるだろう。(L.136)
パスカルによれば、信仰なくしては、人間は神なき人間の悲惨な状態に置か
れてしまうことになるので、気晴らしすることなしにはとても耐えることがで
きないということになる。パスカルが描き出す人間の気晴らしというのは、凡
そ人間生活上の実に他愛のない賭け事や玉突きといつたものから、果てには学
問や家族の死に至るまでが含まれることになる。言うまでもなく、パスカルは
人間の悲惨な状態の様々な局面をえぐりだすことによつて、「神とともにある人
間の至福」へと向かわせようとするのである。そして、この気晴らしについての
観念もまた人間の悲惨さの一面を示すものとして、圧倒的な迫力で描かれてい
るのだが、我々は日々の営みの全てが無にされてしまうような、一種の虚無感
のようなものを感じさせられることにもなりかねない。
ボードレー ルの『パリの憂愁』の中の「孤独」という作品は、直接的にこの
ぬ
“
rt燎ementの観念に言及していると言えよう。まずこの作品の中で、ボー
ドレー ルは次のように書いている。
わが国のおしゃべり族の中には、彼の演説をサンテール将軍の太鼓で時な
らず中断される恐れなしに、断頭台上において一度の長広舌を試みることが
許されるならば、極刑といえども格別いやな顔もせず承知するような人物が
少なからずいるだろう。ノ私は彼等を何も気の毒だと思つているわけではな
い。こうした弁舌さわやかな吐露というものが他人が沈黙や瞑想から抽き出
すのと同様の快楽を彼らに与えるものであることは、私も推量する。ただ彼
等を軽蔑するだけだ。(θθI,p.313)
このようにパスカルを街彿とさせるような言いまわしによつて、ボードレー
ルは「孤独は人間に毒だと私に語る」「ある博愛家の新聞記者」を辛辣に皮肉つ
ている。そして最終的にこの作品は次のような言葉で締めくくられるのである。
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「殆どすべての我々の不幸は、我々の部屋の中にじつとしていることの出
来なかつた点から来る」ともう一人の賢者パスカルは言つた。思うにパスカ
ルは,その時、瞑想の独房にあつて、敢えて今世紀の洒落た言葉を援用すれ
ば友愛的とも呼び得る売淫と、活発な動きとの中に、幸福を探し求めている
全ての気違い共のことを、思い浮かべていたことであろう。(θσI,p。314)
ボードレー ルは、この作品において一人でいること、孤独であることに耐え
切れず、ひつきりなしに自己を他者との関係性の中に埋没させることによつて
しか、喜びを見出せない人間を痛烈に批判しているのであり、その拒絶の激し
さ、人間の不幸のひとつの局面をえぐりだす鮮やかな手法にはパスカルとも通
ずる徹底性が見て取れる。
またさらにもうひとつの作品「晴々しい最期」という奇怪な作品の内にもパ
スカル的なとve血8ementのテーマを見て取ることが出来る。この作品はファ
ンシウールというたぐい稀な才能を持った道化師が、君主の抵抗勢力に加担し
たことから生じる、緊迫した心理的やりとりと、その異様な結末によって『パ
リの憂愁』の中でも特異な光を放つ作品であるが、この中に登場人物である君
主の説明として次のような文章がある。
人事や道徳に関してはかなり無頓着で、正真正銘の芸術家として「倦怠」
以外に危険な敵を知らなかつた。そしてこの敵、地上最強のこの暴君から逃
れるために、またそれを打ち負かすために、彼のなした数々の奇妙な努力を
見ると、彼の領地において、快楽、もしくは快楽の最も微妙な形態である驚
きを、ひたすら目的としないようなことを何でも書き記すことが許されてい
たとすれば、厳正な歴史学者は必ずや彼に『怪物』の綽名を進呈したことだ
ろう。(θσI,p.320)
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さらにこのように描かれた君主は寵愛していた道化役者ファンシウールを、
自らを裏切つた罪により死へと追い込むのであるが、このファンシウールが、
死罪を申し渡された上で行つた演技については次のように書かれている。
ファンシウールは私に、議論の余地のない断固たるやり方で『芸術』の陶
酔とは、他の何者にも勝って、深淵の恐怖を覆い隠すのに充分であり、天才
は墳墓のかたわらにあっても、彼のように、その墳墓を彼の日に見えなくす
る悦びに包まれ、墳墓とか破滅とかいう観念と一切縁のない天上楽園に没入
して、芝居を演じ得るものだということを証明したのである。(θθI,p。321)
これらの文章のうちには、人間存在の暗部をえぐりだす、その手法において、
極めて色濃くパスカルの文体との類似性が見出せる。ファンシウールを死へと
追いやった君主の気まぐれとも見える残酷な決断もまた、「地上最強のこの暴
君」である倦怠を晴らすための単なる思いつきであつたのかも知れず、要する
に生に付き纏う倦怠と、それから逃れるためには何をしでかすかわからないよ
うな人間の狂気ともいうべき在り方が、異様な迫力で描かれているのである。
またファンシウー ルの側でも、陶酔しきって演技に熱中している間は「深淵の
恐怖 を覆い隠す」 ことができたのであ り、 このこともまた究極 の
磁vertissementの一様態として強い印象を我々に与えている。
これらのことは、ボー ドレー ルの「深淵」の感覚の一面を物語つている 。す
なわちこの作品の中で表現される君主の倦怠は、生存の虚無としての「深淵」
を思い起こさせるものであり、またファンシウー ルの「芸術」における陶酔は、
死という「深淵」を覆い隠すに足るものとして描かれている。このように考え
てくると、ボードレー ルにとつては、生も死も「深淵」なのであり、そこから
詩人の感じていたであろう恐るべき孤独、どうしようもない虚無感が強烈に浮
きばりにされるのである。
ただし、このdiverti38ementの観念はボー ドレー ルにあつては、決して否定
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的な側面ばかりを持つているわけではない。人間存在が死の観念に追いたてら
れ、脅迫されながら成立しているものであり、しかも倦怠から絶えず身を守ら
なければならないような虚無と対峙しているものであることを明確に意識して
いながらもなお、詩人は決して虚無を虚無としてやり過ごすのではない。虚無
は詩人の意志によつて変容する契機を得るのである。
(0…)時あつて、宮殿の階の上に、土手の緑の草の上に、君の部屋の陰鬱な孤
独の中に、君が目覚め、陶酔の既に衰え次第に消えて行くのを感じるならば、
訊きたまえ、風に、波に、星に、鳥に、大時計に、すべての逃げて行くもの、
すべての歎くもの、すべての流転するもの、すべての歌うもの、すべての口
を利くものに、今は何時かと訊きたまえ。そうすれば風も、波も、星も、鳥
も、大時計も、直ちに君に答えるだろう、『今こそは酔うべき時だ!「時間」
に酷使される奴隷となり終らぬためには、絶えず酔っていなければならぬ !
酒であろうと、詩であろうと、徳であろうと、それは君にまかせる』と。
(『パリの憂愁』「酔いたまえ」θσI,p.337)
このたたみかけるような調子と、それに伴つて上昇し、高まりゆくこの感覚
のうちには、生の絶望や悲惨の色彩はない。むしろ、存在の虚無、生存の倦怠
といつたものから逃れるために「酔う」ことの必要を呼びかけながら、詩人は
自らを奮い立たせ、鼓舞しているのである。それは言いかえればパスカル的
磁vert蝕ementを契機として、それを生きる力としようとする意志である。パ
スカルは「気を紛らすこと。ノ人間は死と不幸と無知を癒すことが出来なかっ
たので、幸福になるために、それらのことについて考えないことにした。
(L。133)」と言う。ボードレー ルは、そのことを十分過ぎるほど理解しながら、
敢えて「酔いたまえ」と呼びかけるのである。「酔う」という人間の行為は、も
はやボードレー ルにとつて、パスカルにおける気晴らしのような、生存の虚無
から目をそらすための慰撫の意味合いを越えて行く。たとえそれが表面的には
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同じ行為ではあつても、ボードレー ルにとつてはそれはそれでよいのである。
ボー ドレー ルは目をそらすという一種のごまかしを、意識的に、むしろ極端な
覚醒と共に行うのである.「酒であろうと、詩であろうと、徳であろうと、それ
は君にまかせる。ただひたすらに酔いたまえ。」という呼びかけは、「『時間』の
恐るべき重荷を感じないため」であると共に、人間を取り巻くあらゆる事象、
あらゆる状況を受け入れ、愛そうとする意志ともなるのである。それは諦めで
あるだろうか? いやそうではない。ボードレー ルにあつて「酔う」ことは、
世界を新しく作り上げようとする、いわば創造行為の発動としての意味合いを
こそ持つ言葉となるのである。
結語
このようにボードレールにおける「深淵」の感覚は、パスカル的な信仰の世
界へと飛躍してゆくかわりに、その詩作品の内部で呻きつつも存在し続けると
ころとなり、ボー ドレールを「富みかつ壮麗な、約束に充ちた陸地、僕等に薔
薇と磨香との神秘な薫りを送り、またそこから生命の音楽が愛情のささやきと
なつて伝わつて来る陸地」 (『パリの憂愁』「すでに !」 θθI,p。338)へとひ
きとめることを可能にしたのである。
ボードレー ルの深淵感覚もまた極めて mystiqueな側面を持つてはいたが、
しかしボードレー ルの視線は、それでもなおこの陸地、すなわちパリの街、そ
して市井の人々の上に止まり続けた。そのことは、ボー ドレー ルの詩を彩る聖
と俗のダイナミズムを形作り、我々を惹きつけて止まないのである。
注 :
本論で引用しているボードレー ルの作品は以下の版に拠る。引用文の末尾に略号とその
ページ数を示した。
Charle8 BaudeLれ,α強"“Epわ如,texte 6tabL,p“8en“etamo“ par Claude
Pthoお,Ganhnrd,《Biblhtlttque de h Pbiade)),2vole,1975～1976.(以下、θθI,
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Omと略記)
なお、訳文に関しては、人文書院版全集を参照し、適宜拙訳を交えた。
(1)PaSCal,働國 郎
“
4」じι
“
,6d.L.Lfuma,seuiL《rint6grale》,1963。
以下『バンセ』からの引用文は同書による。また本文の『パンセ』からの引用文は
引用文の後に断章番号を記す。なお訳文は『パスヵル』(世界の名著29、前田陽一
他訳、1978)を参照した。
(a Philippe SeLer9《POur un Baudehh et Pascal》h32口JeFa加工ag″b口"Ju
コ」L勧
“
鮨bゴ発Fぬfa rorac sEDES,1989,p.6.
(3)パスカルにおいては、深淵はabheで表現されている。深淵についての意味合い
に若干のニュアンスの相違はあるものの、本質的には同様の内容を持つものと見
なして論じている。なお、ポードレー ルはほとんどの場合g∝直発で深淵を表現し
ているが、ときにab缶鯰と表現することもある。
(o この問題に関しては、拙積「ヴァレリー のパスカル批判をめぐつて」(『年報・フラ
ンス研究』32 関西学院大学フランス学会、1998)において考察している。
(5)■S.ELDt,Sere"ピJh"θaFrS班oムHar。。utt Braoe Jovano宙cL 1975,p。232.
(■S.エリオット『エリオット全集4』、平井正穂他訳、中央公論社、1991、396
頁。)
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